
 

○明るく元気な教員であること 

○「わかった、できた」と感じる授業の実践と 

〇教員としての使命感、倫理観を持ち規範意識

が高いこと 

令和７年度 稲毛小学校 学校経営 

＜学校教育目標＞ 

自ら学び   心豊かに   たくましく生きる子どもの育成 

＜目指す子どもの姿＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学校経営方針＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜指導の重点と努力点＞  ●重点  〇努力点  

 
     

 

 

                            

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●一人一人の良さを認めた信頼関係づくり 
●自己有用感、達成感、所属感、充実感が感じ
られる学級づくり 「一日一笑」 

●戦略的な望ましい人間関係づくり 
●規律と笑顔のバランスの取れた学級づくり 
●学年内の積極的連携 

 
●挨拶の日常化・習慣化 
●教育相談の充実(まずは受け止めること) 
●多様性の理解の定着 
○道徳教育の充実 
○異年齢集団活動（なかよし活動）の充実  
○ボランティア活動の推進、 
 

 
●「わかった、できた」が実感できる授業 
●個別最適な学びと協働的な学びの推進 
○音読、漢字、計算等の基礎・基本の定着 
〇読書活動の充実 
 

 
●教科体育の充実 
●交通安全指導の徹底と日常化 
○健康教育の実施 
〇食に関する指導の実施 
○防災・防犯教育の充実 

 
●いじめの早期発見、早期対応 
●組織的対応（報告、相談の重要性） 
●全職員で全校児童を指導する姿勢 
●生徒指導委員会とケース会議の充実 
〇インターネットリテラシー教育の充実 

 
○清掃の徹底＜すすんで、責任をもち、協力
し合う＞ 

○花壇、一鉢栽培の活用 
○児童の表現・活動が見える環境作り 
○清潔で季節感あふれる学校・教室 
○特別教室の教材、教具の整理と活用 

 
●個々の教育的ニーズを把握し組織で対応 
●ユニバーサルデザインの視点の重視 
○交流及び共同学習の充実 
○保護者、関係機関との連携 

①心の教育の充実 ③学習指導の充実・改善 

④生徒指導の充実 ⑤健康・安全教育の充実 ⑥教育環境の整備・充実 

●信頼関係づくり 

○各種たより・ホームページ・懇談会・日常の 

連絡等による積極的な情報発信 

○児童の安全確保と見守りの日常化 

〇地域人材の活用と幼保小の連携 

○学校支援ボランティア、地域人材の活用  

〇学校支援地域本部との連携 

②学年・学級経営の充実 

➆特別支援教育の充実 
⑨家庭・地域との連携の強化 

⑧教職員の資質向上 

いっぱい知りたい、 

やってみたい 

 

〇進んで学習、なんでもチャレンジする子 

元気いっぱい、 

健康な心身（からだ）になりたい  

 

〇「進んで運動、健康習慣」を身につけた子 

 

なかよく生活、 

友達いっぱい作りたい 

 

〇「思いやりと笑顔」で人を大切にする子 

い な げ 

１ 信頼される人材の育成 

① 職員の生活が充実し、生き生きと働けること（職員の健康と生活第一） 

② プロ教員としての力量を身に付けること 

③ 教育公務員としての使命感、倫理観を持ち規範意識を高めること 

２ 明るく元気な職場づくり 

①  教職員のチームワークの基本「お互い様・お陰さまの精神」を大切にすること 

② 働き方の自己マネジメント、定時退校日の確実な実施 

３ 組織的な学校経営 

① 課題解決のための効率的な仕組みづくりの継続・改善 


